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 ※3 月 13 日（金）9 時～10 時まで、山上地域振興センターは電気メーター交換の為に停電します。 
 



森林の面的な集約化を目指して

「鳥取県森林の集積・集約化実証事業」とは、林野庁の「森林・林業・木材産業グリーン成長総合
対策」に位置付けられるもので、森林の集積・集約化を加速させるため、地域の林業経営体、市町村、
森林所有者等の協議によって、地域の森林集約化構想に基づく森林の経営管理の集約化を行う取組み
に対して、その経費を支援し、集約化のモデルを創出していくという事業です。昨年末、日南町森林
組合が事業要望したところ、このたび、令和７年度補正予算事業として採択となりました。

事業要望の背景にあるもの

事業概要

こうした状況下、森林の集積・集約化実証事業(森林境界を外縁のみ明確化し、森林所有者が合意し
た森林境界保全図に基づき、将来の施業実施時に収益を分配)に取組み、施業が停滞している森林も対
象に森林の面的な集約化（目標：1,000ha）を図ります。
モデル地区の設定に際しては、森林経営管理制度における所有者不明森林等の特例措置の将来的な

活用も視野に入れ、より確実な集約化を進めていきたいと考えています。なお、当該事業は、地籍調
査の未了地区が対象となります。

事業の実施体制

日南町森林組合、日南町、鳥取県、鳥取県森林経営管理支援センターのほか、日南町自治協議会に
もご参画いただき、日南町森林集約化対策協議会を立ち上げ、事業の推進を図ります。そして、４月
以降、町内まち協に出向き、事業説明会を開催します。開催日につきましては、防災無線等を通じ、
お知らせします。

町内の人工林面積は、18,419ha、人工林率は60
％と県平均の54％を上回り、標準伐期齢とされるス
ギ35～50年生が2,653ha(18％)、ヒノキ45～60
年生が1,645ha(11％)、標準伐期齢を超えたスギ51
～80年生が6,131ha(41％)、ヒノキ61～90年生が
550ha（４％）という状況で、皆伐施業を要する森
林が、10,000haを超えています。こうした状況に
ありながら、国産材需要と材価の低迷などに起因し、
間伐・皆伐といった施業が適期に実施されてない森林
も少なくありません。

①事業説明

②森林境界保全図案の提示
～森林所有者の合意 ③森林の集積・集約化

[問合せ先] 日南町森林組合 82-0130


